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アクサ・インベストメント・マネージャーズにおける 

スチュワードシップに対する考え方について 

 
アクサ・インベストメント・マネージャーズ株式会社（以下「当社」）は、投資先企業の持続的な成長と顧客

や受益者など（以下「顧客」）の利益向上を目指す受託者であり、責任投資をその投資方針の原則にして

おります。 

 

当社は 1987年の設立以来これまで、日本の法令に定められた投資運用業および投資助言業を行い、お

客様の信頼に基づく価値創造を目指し、国内有数の資産運用会社へと成長を遂げております。 当社はま

た、グローバルにビジネスを展開する AXA Investment Managers（以下「アクサ IM」）のメンバーとして、最

適な資産管理を通じて顧客の財務目標を達成するべく努めております。 

 

アクサ IMではスチュワードシップ・ステートメントをリリースしており、2007年から責任投資原則

（Principles of Responsible Investing のこと。以下「PRI」）の署名者となっているため、日本拠点である当

社においても、2014年に導入された「日本版スチュワードシップ・コード」に賛同を表明しております。 

 

2020年 3月に再改訂されたコードについても、2020年 9月に受入れを表明しております。 

 

当社を含むアクサ IMでは、本コードを遵守するために日々取組み、同コードの原則に基づき、以下の通

り方針を明確にしております。 

 
  

 

アクサ IM PRI Commitment 

AXA IM Stewardship Report 2022 - April 2023 

アクサ IM スチュワードシップ・レポート 2022（翻訳版） 

アクサ IM Engagement Policy 
 
 

  

https://www.axa-im.com/who-we-are/responsible-investing
https://www.axa-im.com/document/5853/view
https://www.axa-im.co.jp/sites/jpnsite/files/insight/pdf/STEWARDSHIP%20REPORT%202022-JP%20-%20Final.pdf
https://www.axa-im.com/document/4678/view
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Principle 1  
 

機関投資家は、スチュワードシップの責

任をどのように果たすかについて明確な

ポリシーを持ち、それを公に開示する必

要がある。  
 
世界の一部の地域では、環境・社会・ガバナンス
（ESG） 投資に対する疑念が広がっていますが、当社
を含むアクサ IM は、効果的なスチュワードシップを通
じて投資先企業の行動に影響を与えることはこれま
で以上に重要であると考えています。 
 
スチュワードシップは、当社を含むアクサ IMにとって、
アクティブオーナーシップを行う責任ある資産運用会
社として、我々の目的である「すべての人々のより良
い未来のために、大切なものに投資する」ことと受託
者責任に合致するものです。 
 
アクサ IM スチュワードシップ・レポート 2022および本
レポートは、当社を含むアクサ IM の目的を行動に移
したものであり、透明性へのコミットメントを証明するも
のです。 
 
当社を含むアクサ IM では、スチュワードシップをお客
様のために長期的な価値を創造するための責任ある
資本の配分、運用、モニタリングととらえています。長
期的な視点に立ったアクティブ運用アプローチは、投
資先企業との長期の関係構築につながっています。 
 
当社を含むアクサ IM は、投資先企業の株式や債券
の保有期間にわたって、顧客・従業員・社会といった
幅広いステークホルダーに対し、長期的な利益を守る
べくモニタリングとエンゲージメントを行う義務を負っ
ています。この背景には、国連 SDGs で定められた幅
広い社会的・環境的目標の達成に貢献しつつ、リスク
調整後リターンを改善する「ウィンウィン」の実現を目
指すアクサ IM全体の志があります。 
 
当社を含むアクサIMにとってアクティブオーナーシッ
プとは、投資家としての権利を最大限に活用して、企
業に明確な変化をもたらす生産的な対話を投資先企
業と行うことと考えています。 
 
当社を含むアクサIMは、エンゲージメントを責任ある
投資家としての自らの役割の根幹と捉えています。そ
のためエンゲージメントは、長期的な観点から事業戦
略や財務方針に影響を与えうるESG課題に重点を置
いています。 
 
当社を含むアクサIMの目標は、企業と緊密に連携し、
こうした課題がもたらす脅威が投資家価値を損なう前 

 
に、確実に対策がとられるようにすることです。 
 
2022年初頭より、エンゲージメントに関するガバナン
スの強化の一環として、エンゲージメントのトラッキン
グと報告において、投資先企業との「サステナビリティ
に係る通常の対話」と、「目的を持った積極的なエン
ゲージメント」を明確に区別しています。 
 
アクサIM スチュワードシップ・レポート2022には、エン
ゲージメントを実施した発行体を列記し、議決権行使
の状況を全て公開しています。 
 
アクサ IM の投資方針に従い、当社では日本版スチュ
ワードシップ・コードに積極的に参画し、スチュワード
シップに基づく安定した利益創出と透明性の高い運
用を目指し、インベストメント・チェーン全体の機能強
化に重要な役割を果たしているものと自負しておりま
す。また、当社は常に長期的に持続可能なリターンを
を追求することにより、お客様に貢献できるよう努め
ております。 
 
当社は、スチュワードシップ責任を誠実に果たすため
に、投資先企業の持続可能な成長を重要な投資要素
のひとつと位置付け、忠実義務、善管注意義務の遵
守と共に受託者責任を負うものと考えており、投資先
企業の財務面のみならず、環境、社会、ガバナンス等
の非財務面の観点からも様々な角度で投資先企業を
誠実に評価しております。 
 
アクサ IM は、コーポレートガバナンス・コミッティーを
設け、アクサ IM のコーポレートガバナンス、スチュワ
ードシップ、投資先企業に関する議決権行使を戦略
的に監督し、お客様の権利と義務がグッドプラクティ
ス基準に合致した形で、グループで一括して、行使さ
れるようにしています。 
 
当社を含むアクサ IM では、スチュワードシップ責任を
果たすべくスチュワードシップポリシーやエンゲージメ
ントに関するアプローチ方法等を整備しています。 （こ
ちらのリンクからご覧ください。）  

 

 

アクサ IM Investment Policies 

アクサ IM Responsible Investment Policy 

アクサ IM Engagement Policy 

AXA IM Stewardship Report 2022 - April 2023 

アクサ IM スチュワードシップ・レポート 2022（翻訳版） 

 
 
 

 
 
 
 

https://www.axa-im.com/who-we-are/stewardship-and-engagement
https://www.axa-im.com/who-we-are/stewardship-and-engagement
https://www.axa-im.com/our-policies#engagement
https://www.axa-im.com/sites/corporate/files/2021-08/20210316_RI%20Policy_EN_final.pdf
https://www.axa-im.com/document/4678/view
https://www.axa-im.com/document/5853/view
https://www.axa-im.co.jp/sites/jpnsite/files/insight/pdf/STEWARDSHIP%20REPORT%202022-JP%20-%20Final.pdf
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Principle 2  
 

機関投資家は、スチュワードシップの責

任を果たす上で管理すべき利益相反につ

いて、明確な方針を策定しこれを公表す

べきである。 
 
当社は、お客様の利益を最優先する原則を堅持し、
他者の利益を犠牲にして特定の者の利益を追求する
ことのないよう、すべてのお客様に対し誠意をもって
業務に努めています。 
 

<顧客利益優先の原則> 

① 顧客の利益は、当社やその株主、また当社役
員や従業員の利益より優先されるべきであ
る。 

② すべての顧客の利益は平等に取り扱われる
べきである  

 
エンゲージメントや議決権行使をはじめとするスチュ
ワードシップ活動に関連して、当社を含むアクサ IMで
は利益相反を引き起こすおそれのある状況を特定す
るための指針を定めています。この指針には、親法
人であるアクサ SA などの上場関係会社や、主要顧
客、重要な取引先との関係も含まれます。 
 
アクサ IMでは、議決権行使やエンゲージメント活動に
おける利益相反を、当社を含むアクサ IM のグループ
会社すべてにおいてグローバルで一括して次のよう
なアプローチで管理しています。 
 
第一に、アクサ IM のエンゲージメントプログラムは、
計画策定や優先順位付け、実行、報告など、優先事
項を選択する明確なプロセスを備えたプロアクティブ･
アプローチをとっています。このエンゲージメントプロ
グラムは、ESG モニタリング・エンゲージメント・コミッ
ティーによって、グローバルで一括して、監督・管理さ
れており、これによって、エンゲージメント実施の判 
 
 

 
断は、アクサ IM のエンゲージメント戦略に沿って、外
部からの影響を受けずにできるようになっています。 
 
第二に、利益相反が予想される場合、アクサ IM に議
決権行使を一任されたお客様に代わって行う議決権
行使の判断については、アクサ IM のコーポレートガ
バナンス・コミッティーが一手に責任を負っています。
議決権行使の判断はグローバルで一括して行われて
おり、コーポレートガバナンス・コミッティーに議決権行
使を委任していないお客様や独自の方針を持つお客
様への照会や話し合いを行う前に下されます。これは、
同コミッティーの判断が外部からの影響を受けないよ
うにするためです。 
 
アクサ IM は、事業を展開する市場において、議決権
行使やエンゲージメント活動がそういった市場のベス
トプラクティスと整合性が取れていることを目指してい
ます。 
 
このように、アクサ IM の議決権行使の判断は、アク
サ IM コーポレートガバナンス・議決権行使方針に基
づいてグローバルで一括して決定され、コーポレート
ガバナンス・コミッティーによって正式に認可されます。 
 
利益相反を引き起こすおそれのある状況が特定され
た場合には、アクサ IM の通常方針とは異なり、会社
提出議案を支持する議決権行使提案はコーポレート
ガバナンス・コミッティーにエスカレートされます。こう
いった状況で同コミッティーが提案に反する判断を下
した事例は文書に記録されます。 
 
利益相反に関する方針については、当社およびアク
サ IMのウェブサイトをご覧ください。 

 

 

利益相反管理方針の概要  

お客さま本位の業務運営に関する方針 

AXA IM Stewardship Report 2022 - April 2023 (46, 47 

page) 

アクサ IM スチュワードシップ・レポート 2022（翻訳版）

（46、47ページ）

 

  

https://www.axa-im.co.jp/conflict-of-interest-management-policy
https://www.axa-im.co.jp/policy-of-customer-oriented-business-conduct
https://www.axa-im.com/document/5853/view
https://www.axa-im.co.jp/sites/jpnsite/files/insight/pdf/STEWARDSHIP%20REPORT%202022-JP%20-%20Final.pdf
https://www.axa-im.co.jp/sites/jpnsite/files/insight/pdf/STEWARDSHIP%20REPORT%202022-JP%20-%20Final.pdf
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Principle 3   
 

機関投資家は、投資先企業の持続的成長

に向けてスチュワードシップ責任を適切

に果たすため、当該企業の状況を的確に

把握すべきである。 
 
当社は、投資先企業のモニタリングをスチュワードシ
ップの中核と考えており、投資ユニバースに含まれる
企業のモニタリングを継続的に行っております。これ
により、当社を含むアクサIMは、投資先企業のリスク
が顕在化し投資家の利益を損なう前に、企業とのエ
ンゲージメントを行うよう努めています（プロアクティ
ブ・アプローチ）。 
 
また、アクティブ運用を行う資産運用会社として、企業
およびマクロ経済の詳細な分析を行い、運用実績に
影響を与えうるESG 要因を組み入れます（リサーチ志
向）。 
 
当社を含むアクサIMの運用プロセスは、徐々に非財
務要因に焦点を当てたものに進化しており、企業が
ESG 課題にどのように対処しようとしているかを詳細
かつ精緻に理解するよう努めています。 
 
定性分析では、企業を訪問して経営陣と実際に対面
し、企業のESG や持続可能性に関する方針とその実
践が企業の長期的戦略目標達成にどう役立っている
かについて、議論し理解します。 
 
当社を含むアクサIMはしばしば投資先企業からカン
ファレンス、ロードショー、現地調査などに招かれます。
当社はこのような機会を利用し、企業の行動、方針、
業績について理解を深めています。 
 
ポートフォリオ構築に先立ち、ポートフォリオ・マネー
ジャーおよびESG アナリストは、企業にESG 要因がど 
う組み込まれているかを検討し、ESG に関連したリス

クと機会を積極的にモニタリングします。 
 
当社を含むアクサIMのクレジットアナリストは債券発
行体の信用力およびサステナビリティを損なうリスク
を特定するために、様々なESG要因をクレジット分析
に組み入れています。クレジットアナリストは、ESG課
題に対する企業の戦略、業界モメンタム、同業他社と
比較した見解等を社内に提示するとともに、ESG課題
に対する強みとリスク、それを軽減するための取組み、
KPI、ガバナンスについて的確に把握するように努め
ています。 
 
2022 年は、当社を含むアクサ IM のクレジット・リサー
チ・チームは、アクサ IM のネットゼロ・コミットメントと
気候戦略に沿って投資先企業の移行計画を評価しま
した。SBTi や Transition Pathway Initiative など定量
情報と、投資先企業の移行計画の信頼性に対する定
性分析を組み合わせ、色分けをしました。 
 

この色分けより、先進的企業と、遅れている企業、あ
るいは、ネットゼロ達成経路について十分な情報を開
示していない企業を特定し、責任投資チームはこれら
の企業にエンゲージメントを行い、当該企業が気候戦
略を強化し着実に移行経路を進めるように支援して
います。 

 

 

アクサ IM Responsible Investment Policy  

アクサ IM framework and scoring methodology  

AXA IM Stewardship Report 2022 - April 2023 (6-28, 
32-33, 38-67page, Appendices) 

アクサ IM スチュワードシップ・レポート 2022（翻訳版）
（6-28, 32-33, 38-67ページ、付録） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

https://www.axa-im.com/sites/corporate/files/2021-08/20210316_RI%20Policy_EN_final.pdf
https://www.axa-im.com/responsible-investing/framework-and-scoring-methodology?linkid=responsibleinvesting-menu-framework
https://www.axa-im.com/document/5853/view
https://www.axa-im.com/document/5853/view
https://www.axa-im.co.jp/sites/jpnsite/files/insight/pdf/STEWARDSHIP%20REPORT%202022-JP%20-%20Final.pdf
https://www.axa-im.co.jp/sites/jpnsite/files/insight/pdf/STEWARDSHIP%20REPORT%202022-JP%20-%20Final.pdf
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Principle 4    
 

機関投資家は、投資先企業との建設的な

「目的を持った対話」を通じて投資先企

業と認識の共有を図るとともに、問題の

改善に努めるべきである。 

 
当社を含むアクサIMは、長期的に投資先企業の業績
や信用力に大きな影響を与えうる問題について、彼ら
と直接対話することを重視しています。 
 
2022 年は、サステナビリティに係る対話と目的を持っ
たエンゲージメントは、上場企業480 社に対し596 件
実施し、エンゲージメント活動は2021 年に比べて111% 
増加しました。 
 
2022年のアクサIM全体のエンゲージメントの約63%は
オンライン会議を含むミーティングで行われ、35％が
メールによる対話でした。87%のエンゲージメントが1
対1で実施され、13%が協働エンゲージメントによるも
のでした。 
 
気候問題は引き続きアクサIMの主要テーマでありエ
ンゲージメントの28%を占めました。人的資本や生物
多様性も重要なテーマとして取り組みました。コーポ
レート・ガバナンス関連のエンゲージメントは2022年も
増加しました。環境、社会、ガバナンスへの考慮が企
業戦略の中心に統合されつつあり、アクサIMはこれを
非常にポジティブに捉えています。 
 
サステナビリティに関する投資先企業との議論は、
2021 年と比較するとシニアエグゼクティブや取締役
会レベルでの対話が増えました。 
 

当社を含むアクサ IM では投資先企業との直接対話
を重視する一方、明確な目標と期待される成果が共 
 
有されている場合には、他の投資家とともに取り組む
協働エンゲージメントにより、プロセスの効率と効果を
高めることができるとも考えています。 
 
当社は 2022年 10月から 2023年 9月において、グロ
ーバル投資家との協働エンゲージメントを含め日本
企業に対して 39 件のエンゲージメントを実施しました。 
 
一対一のエンゲージメントが 87％、グローバル投資
家との協働エンゲージメントが 13％を占めました。ア
クサ IM と同様に、経営層との対話も増加しました。 
 
当社では 2022 年に引き続き人的資本と多様性につ
いてのエンゲージメントを継続しました。これは 2023
年 3月期以降の有価証券報告書においてサステナビ
リティに関する考え方及び取組に関して「記載欄」が
新設され、人的資本（人財育成方針、社内環境整備
方針）および多様性（男女間賃金格差、女性管理職
比率、男性育児休業取得率）が記載項目に追加され
ることを見据えて推進しました。 
 
当社の具体的な活動実績については、以下のリンク
をご参照ください。 
 
 
AXA IM Stewardship Report 2022 - April 2023 (6-27 
page) 
アクサ IM スチュワードシップ・レポート 2022（翻訳版）
（6-27ページ） 
スチュワードシップ活動状況及び自己評価 
 

 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

https://www.axa-im.com/document/5853/view
https://www.axa-im.co.jp/sites/jpnsite/files/insight/pdf/STEWARDSHIP%20REPORT%202022-JP%20-%20Final.pdf
https://www.axa-im.co.jp/sites/jpnsite/files/insight/pdf/STEWARDSHIP%20REPORT%202022-JP%20-%20Final.pdf
https://www.axa-im.co.jp/sites/jpnsite/files/insight/pdf/STEWARDSHIP%20REPORT%202022-JP%20-%20Final.pdf
https://www.axa-im.co.jp/stewardship-code
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Principle 5 
 

機関投資家は、議決権の行使と行使結果

の公表について明確な方針を持つととも

に、議決権行使の方針については、単に

形式的な判断基準にとどまるのではなく、

投資先企業の持続的成長に資するものと

なるよう工夫すべきである。 
 
当社は、アクサ IM の議決権行使基準・方法・手続等
の詳細を定めた「コーポレート・ガバナンス・議決権行
使方針」に基づき、当社の運用する受託資産の資産
価値向上に努めています。議決権の行使にあたって
は、株主価値の最大化を目指すことを通じて顧客の
利益を図るよう努め、誠実に議決権を行使しています。 
 
当社を含むアクサ IM は、議決権行使がアクティブオ
ーナーシップの重要な要素であると考えています。議
決権行使は投資プロセスに不可欠であり、投資先企
業に影響を及ぼす機会でもあります。アクサ IM の議
決権行使とエンゲージメント活動は密接に連携してお
り、議決権の行使前および行使後に定期的に企業に
エンゲージメントを実施しています。 
 
アクサ IM のコーポレートガバナンス・コミッティーは、
コーポレートガバナンス・議決権行使方針の実施状況
をグローバルで一括してモニターしています。この方
針は、毎年、議決権行使シーズンの前に同コミッティ
ーが検討・更新し、その後のあらゆるミーティングに適
用されます。 
 
議決権行使の全権をアクサ IMに委任しているお客様
に代わって当社が運用する株式ファンドに関する議
決権行使は、以下のプロセスを通じてアクサ IM グロ
ーバルにおいて一括して行っています。 
 
アクサ IM のコーポレートガバナンス・コミッティーは、
グローバルで規制コンプライアンス担当者と責任投資
コーディネーション・ガバナンスチームおよび ESG リ
サーチチームのメンバー、現場からの投資観点を提
供する運用チームの代表で構成されています。責任
投資コーディネーション・ガバナンスチームは方針の
更新を行うとともに、通常の方針や指針の実施状況
を監督し、コミッティーの要求に合致していることを確
認します。 
 
複雑で論議を呼ぶおそれがあるような特別なケース、
あるいは当社およびアクサ IMの方針から逸れる可能
性がある場合は、チームはコーポレートガバナンス・
コミッティーと協議し、提言を行います。チームのメン
バーは焦点となっている課題について説明し、提言を
行います。コーポレートガバナンス・コミッティーの各メ
ンバーは懸念される課題についてそれぞれ熟考し、
自身の見解および提言、あるいはそのいずれかを示
します。 
 
年次株主総会では、提案が当社およびアクサ IMのお
客様の最大の利益につながらないと判断した項目に

対して反対票を投じます。取締役の適性、取締役会
に関する主要リスクと戦略の監督、役員報酬、配当や
資本に関連した課題、ダイバーシティ、透明性、報告
の質など行使対象は多岐にわたります。 
 
また、エンゲージメントに十分な進展が見られない場
合にも、エンゲージメントをエスカレートさせるため反
対票を投じます。 
 
国や地域ごとにベストプラクティスの規範は異なった
アプローチを採用していますが、アクサ IMはすべての
企業に対し、コーポレートガバナンスのファンダメンタ
ルズを定めた、アクサ IMのコアとなるグローバルガバ
ナンス原則を遵守するよう求めています。 
 
当社を含むアクサ IM はすべての企業について、議決
権行使とエンゲージメント活動においては、こうした原
則と地域固有の方針を併せて熟慮しています。 
 
当社を含むアクサ IM は議決権行使の状況を開示し
ており、四半期ごとに内容を更新し、会社提出議案に
反対した合理的根拠を説明しています。各企業に対
する議決権行使の経緯、会社提出提案に反対したす
べての事例の合理的根拠などを報告書にまとめてい
ます。これらの報告書はアクサ IM のウェブサイトでご
覧いただけます。 
 
議決権行使のためのリサーチ 
アクサ IM は、議決権行使アドバイザーの ISS（インス
ティテューショナル・シェアホルダー・サービシーズ）、
Proxinvest、の情報を利用しています。 
 
調査結果を参考にし、企業の実態や来たるべき株主
総会での決議に関する知識を深めます。ただし、これ
だけが判断材料ではありません。議決権行使にあた
っては、社内の情報やリサーチ、当該企業に対するエ
ンゲージメントから得た知見、ファンドマネージャーか
らの情報、コミッティーの検討内容を考慮します。すべ
ての議決権行使の決定はコーポレートガバナンス・議
決権行使方針に基づいてアクサ IM が行います。 
 
高い質を確保するため、当社は議決権行使調査アド
バイザー各社のサービス（当社およびアクサ IM が利
用したリサーチやサービスの評価、今後の方針やサ
ービスの変更に必要な対話など）を年 1回見直してい
ます。 
 
 
アクサ IM Crporate Governance & Voting Policy  
アクサ IM Proxy Voting Dashboard 
議決権行使状況 
AXA IM Stewardship Report 2022 - April 2023 (38-47 
page) 
アクサ IM スチュワードシップ・レポート 2022（翻訳版）

（38-47ページ） 

 

 

https://www.axa-im.com/sites/corporate/files/2023-02/AXA%20IM%20CG%20Voting%20Policy%202023%20FINAL_0.pdf
https://www.axa-im.com/sites/corporate/files/2023-02/AXA%20IM%20CG%20Voting%20Policy%202023%20FINAL_0.pdf
https://vds.issgovernance.com/vds/#/MjI4MQ==/
https://www.issgovernance.com/
https://www.proxinvest.com/
https://www.axa-im.com/sites/corporate/files/2023-02/AXA%20IM%20CG%20Voting%20Policy%202023%20FINAL_0.pdf
https://vds.issgovernance.com/vds/#/MjI4MQ==/
https://www.axa-im.co.jp/other-disclaimers-jp
https://www.axa-im.com/document/5853/view
https://www.axa-im.co.jp/sites/jpnsite/files/insight/pdf/STEWARDSHIP%20REPORT%202022-JP%20-%20Final.pdf
https://www.axa-im.co.jp/sites/jpnsite/files/insight/pdf/STEWARDSHIP%20REPORT%202022-JP%20-%20Final.pdf


 

 

Principle 6  
 

機関投資家は原則として、議決権の行使

も含め、スチュワードシップ責任をどの

ように果たしているかについて、原則と

して、顧客・受益者に対して定期的に報

告を行うべきである。 
 
当社を含むアクサIMは、ダイナミックに進化を続ける
環境において、可能な限り透明性が高く包括的な方
法でお客様とコミュニケーションを図ることが不可欠と
考えています。様々な地域で持続可能な金融に関す
る規制やガイダンスが追加・策定され、資産運用業務
や金融セクターのバリューチェーンにそれらの新たな
規制が適用される中、こうしたコミュニケーションの重
要度はこれまで以上に増しています。 
 
アクサIMのESG 基準を運用プロセスに組み込んでい
るファンドの主要な財務・非財務情報は、アクサIMの
ファンドセンターでご覧いただけます。これは、各地の
規制に従ったものです。 
 
アクサIMでは、企業レベルおよびファンドレベルで責
任投資関連レポートを発行しています。 
 
企業レベルの開示 
アクサ IMのウェブサイトでは、以下の項目をご覧いた
だけます。 

 

 アクティブオーナーシップ・スチュワードシップ年

次報告書 

 気候年次報告書（TCFD および仏エネルギー気

候法第 29条に準拠） 

 責任投資原則（PRI）年次報告書 

 方針 

 

スチュワードシップ報告書の内容をさらに詳しく説明

するため、アクサ IM はアクティブオーナーシップに関

する透明性が高い報告書を、社内外に定期的に提供

しています。 

 

アクサ IM は責任投資に関する活動を公表しており、
どなたでもご覧いただけます。議決権行使の全記録

も公表しており、投資先企業の株主総会においてお
客様に代わりどのように議決権を行使したか、詳しく
説明しています。また、責任投資の課題や企業とのエ
ンゲージメントに関する情報、当該期間の議決権行
使の全記録を記載したアクティブオーナーシップ・スチ
ュワードシップ年次報告書を発行しています。 
 
ファンドレベルの開示 
アクサIMでは、サステナブル投資およびインパクト投
資に分類される投資商品については、ファンドセンタ
ーで、 透明性の規範、 議決権行使報告書（株式ファ
ンドおよびマルチアセットファンド限定）、年次株主総
会における議決権行使の結果、および会社提出議案
に反対票を投じた合理的根拠、 ESG 報告書、上場イ
ンパクトファンドシリーズのインパクト報告書、 エンゲ
ージメント報告書、 法律関連文書、ファンドの目論見
書や年次報告書等を開示しております。 
 
さらに、アクサ IM ではお客様の要望に応じて個別の
報告書も作成・提供いたしますが、公表するかどうか
はお客様の判断に従います。エンゲージメントがもた
らした成果に関する情報、また、成果を上げたとアク
サ IM が考える分野の詳細な説明も行っています。エ
ンゲージメントを実施した発行体および対象としたテ
ーマのリストも提供しています。 
 
当社においても、投資先企業に対してネットゼロ戦略
やダイバーシティ経営の推進等 ESG 課題を中心にエ
ンゲージメントを行い、顧客・受益者に対して、進捗お
よび結果を定期的に報告しております。 

 

 

Responsible Investing 

AXA IM Stewardship Report 2022 - April 2023 (74-76 

page)  

アクサ IM スチュワードシップ・レポート 2022（翻訳版）

（74-76ページ） 

 

 
 
 

 

  

https://funds.axa-im.com/
https://vds.issgovernance.com/vds/#/MjI4MQ==/
https://vds.issgovernance.com/vds/#/MjI4MQ==/
https://funds.axa-im.com/
https://funds.axa-im.com/
https://www.axa-im.com/who-we-are/responsible-investing
https://www.axa-im.com/document/5853/view
https://www.axa-im.com/document/5853/view
https://www.axa-im.co.jp/sites/jpnsite/files/insight/pdf/STEWARDSHIP%20REPORT%202022-JP%20-%20Final.pdf
https://www.axa-im.co.jp/sites/jpnsite/files/insight/pdf/STEWARDSHIP%20REPORT%202022-JP%20-%20Final.pdf
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Principle 7 
 

機関投資家は、投資先企業の持続的成長

に資するよう、投資先企業やその事業環

境等に関する深い理解のほか運用戦略に

応じたサステナビリティの考慮に基づ

き、当該企業との対話やスチュワードシ

ップ活動に伴う判断を適切に行うための

実力を備えるべきである。 
 
当社は、受託者責任を効率的に実施するための組織
を構築しています。また、役員・従業員の能力向上の
ため、社外教育やセミナー参加等の機会を設け、様
々な経験を積み、各自の専門性と知見を高めるよう
努めています。 
 
同時に、独立した外部の研究機関を利用して、役職
員の客観性を養い、専門知識を補完することとしてい
ます。 
 
アクサIM には40名以上の責任投資の専任が在籍し
ております。彼らは、投資運用チームとリサーチチー
ムの責任投資業務に携わっています。これらの専門
家は、コアおよびオルツといった事業部門にまたがり、
リサーチ、デューデリジェンス、データ/ スコアリング、
アナリティクス、株式・クレジット分析、アクティブオー
ナーシップおよびエンゲージメントなど責任投資に係
るあらゆる側面をカバーしています。 
 
責任投資は当社を含むアクサIMの運用業務に組み
込まれており、ESG は単なる「付随」ではなく、あらゆ
る業務の一翼を担うという原則があります。責任投資 
 

に携わる部門は全てこの原則に従っています。 
 
当社およびアクサIMの従業員は、ESG および責任投
資に関する社内外の研修を定期的に受けています。 
 
アクサIMでは、責任投資と気候に関する研修を過去4 
年間実施してきました。 

 
2020 年には、全従業員がより容易にESG スキルを向
上させることができるように、ESG アカデミーが設置さ
れました。 
 
2021年10月には、アクサ・グループは、気候変動の影
響を緩和するための取組みに対する支援を目的とし
て、アクサ・グループ全体の旗艦プログラム「アクサ気
候アカデミー」を設立しました。アクサ・グループは、
Driving Progress 2023 計画の一環として、2023 年ま
でにスタッフの100% に研修を履行させることにコミット
しています。 

 
2022 年には、持続可能性に関する規制、不動産ESG 
の基礎、アクサ IM の持続可能性戦略（企業の社会的
責任（CSR）や責任投資戦略など）、特定のトピックの
研修セッションが社内のESGエキスパートにより開催
されました。こうした動きは、当社を含むアクサ IMで
ESG 概念を導入するために、営業、投資、サポート機
能チームの認識と知識を高めることを目的としていま
す。 
 
 

AXA IM Stewardship Report 2022 - April 2023 (66-73 

page)  

アクサ IM スチュワードシップ・レポート 2022（翻訳版）

（66-73ページ）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

https://www.axa-im.com/document/5853/view
https://www.axa-im.com/document/5853/view
https://www.axa-im.co.jp/sites/jpnsite/files/insight/pdf/STEWARDSHIP%20REPORT%202022-JP%20-%20Final.pdf
https://www.axa-im.co.jp/sites/jpnsite/files/insight/pdf/STEWARDSHIP%20REPORT%202022-JP%20-%20Final.pdf
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Principle 8  
 

機関投資家向けのサービスプロバイダー

は、機関投資家がスチュワードシップ責

任を果たすためのサービスを適切に提供

することにより、投資チェーン全体の機

能の強化に貢献するよう努めるべきであ

る。 

当社は、日本版スチュワードシップ・コードが対象とす

る機関投資家向けのサービスプロバイダー（代理サ

ービスプロバイダーや年金コンサルタントなど）ではあ

りません。  

 

 

 

 
Last updated: September 30, 2023 

AXA Investment Managers Japan Ltd. 


